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1. はじめに
近年，道路橋の鉄筋コンクリート（RC）床版の劣化損傷

による部分補修や全面打換えが行われている．一方，床
版打換え後の剛性向上効果を検討した研究は少ない．本
研究では，実際に床版打換えが行われた既設の鋼合成桁
橋を対象に，打換え前後における橋梁の固有振動特性を
比較することにより，その効果について実験的に検討し
た．なお，固有振動特性は車両走行後における橋梁の自
由振動を計測することより評価している．
2. 対象橋梁
本研究で対象とした橋梁は，昭和 46年に竣工された日

高大橋（橋長 137 m）の第一径間部（日高町側）に架かる単純
合成桁橋（橋長 41.6 m）である．図 1には対象橋梁の一般
図を示している．本橋梁は，図 1 (c)に示すように 3主桁
で構成されているため，片側交互通行状態での床版打換え
は不可能な構造となっている．そのため床版打換え時に
は，片側交互通行が可能となるように各主桁の間に 2本
の縦桁を増設し，それらを支えるための横桁を 46本増設
している．
3. 振動実験の概要
本実験では，図 1に示すようにサーボ型振動計を橋梁
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各点に設置した．振動計は，曲げおよびねじり振動モー
ドを特定するために上・下流側の地覆部に全 30点（片側
15点，感度方向：鉛直方向），橋軸直角方向の振動モード
を特定するために上流側に 15点，橋軸方向の振動モード
を特定するために桁端部およびスパン中央に 6点（感度方
向：橋軸方向）の計 51点設置した．
4. 実験結果および考察
4.1 計測加速度波形とフーリエスペクトル
図 2には，床版打換え前後における実験結果の一例とし
て大型車両通行後に測点a（図1参照）で計測された 15秒
間の加速度波形とその加速度波形から求められたフーリ
エスペクトルを比較して示している．図より，最大 4 gal

程度の加速度が得られていることが確認される．また，加
速度波形から得られたフーリエスペクトルには，複数の
卓越振動数が存在することが分かる．
4.2 振動モード分布
図 3には，床版打換え前後の振動実験から特定された
各固有振動モード分布を比較して示している．また，図
の fb，faはそれぞれ床版打換え前後の固有振動数である．
なお，全ての振動モードは上流側の最大加速度が 1となる
ように正規化したものである．また，図中の実線は，基
準となる上流側の正規化振幅を示している．
図 3 (a)より，曲げ 1次振動モードの場合には，床版打
換え前後における固有振動数に顕著な差は確認できない．
これは床版打換え時の床組増設による剛性増加と自重の
増分量による影響が相殺されたことによるものと推察さ
れる．また，床版打換え前後の振動モード分布に着目し
ても，両者の振幅に差がないことが分かる．
次に，図 3 (b)に示すねじり 1次振動モードの固有振動

数を比較すると，床版打換え後の固有振動数は，打換え前
のそれよりも大きいことが分かる．また，振動モード分
布においても，床版打換え後の場合には，下流側の振幅
が打換え前と比べて小さくなっていることが分かる．こ
れは床版打換えや横桁を増設したことにより，ねじり剛
性が向上したことによるものと考えられる．
図 3 (c)に示す曲げ 2次振動モードの固有振動数を比較
すると，床版打換え後で若干大きくなっていることが分
かる．また，振動モード分布について着目すると，床版
打換え前では，上流側のスパン中央点が上側にずれてい
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図 2 計測波形とフーリエスペクトルの一例
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図 3 振動モード分布の比較

ることや下流側の振幅が上流側と比較して大きくなって
いるのに対し,床版打換え後では上・下流側ともに類似の
振動モードを呈している．
次に図 3 (d)に示すねじり 2次振動モードに関しても，

ねじり 1次振動モードの場合と同様の傾向が見られ，床
版打換え後には上・下流側でほぼ対称な振動モードに改
善されていることが確認される．
以上より，床版打換え後の固有振動数は打換え前と比

較して若干大きいこと，また，振動モード分布は，床版打
換えや床組の増設によって，ほぼ対称に改善されている
ことを確認した．このことから，床版打換えによって橋
梁全体としての剛性は向上したものと考えられる．

5. まとめ
1) 床版打換え前後に実施した車両走行後の自由振動状
態を計測することによって，固有振動数および振動
モード分布を特定することができた．

2) 床版打換え後における固有振動数は，打換え前に比
べて増加していることを確認した．

3) また，床版打換え後では，上・下流側でほぼ対称な
振動モードに改善されていることより，今回の床版
打換えや床組の増設によって橋梁全体の剛性は向上
したものと考えられる．
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